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基本的な施策の方向と体系、主要な事業や 
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基本計画に掲げる施策の実現に 

向けた年度ごとの具体的な取組 
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(1) 主要事業アクションプランとは 

主要事業アクションプランは、今後３年間で実施していく主要な事業の具体的な展開

方法を年度別に示すものです。 

本市のまちづくりの基本方向を示す最上位の計画として策定している「将来ビジョン」

を含む「龍ケ崎みらい創造ビジョン for2030」を構成する実施計画として、ソフト事業や

公共施設及びインフラの整備・維持更新などに関する事業の主なものについて、事業の

概要・目的及びその内容、実施に当たっての年次計画・事業費などを明示しています。 

なお、社会経済情勢、市民ニーズ、財政状況の変化などに柔軟に対応しながら、毎年

度見直しを行います。 

 

 

 

(2) 計画期間 

令和７年度から令和９年度までの３年間を計画期間とします。 
 

(3) 対象事業の考え方 

アクションプランの掲載対象とする事業は、「龍ケ崎みらい創造ビジョン for2030」で

掲げた８つの政策の柱（政策実現に向けた横断的取組を含む。）に沿って定めた 30 の施

策を推進するため、計画期間中に実施する主要なものです。したがって、市が実施する

全ての事業を網羅しているものではありません。また、国の臨時的な経済対策などによ

って実施する事業についても、原則、アクションプランの掲載対象とはしておりません。 

１ 主要事業アクションプランの概要 
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(4) リーディングプロジェクトについて 

「龍ケ崎みらい創造ビジョン for2030」の「前期基本計画」に掲げる施策のうち、本市

が抱える課題への的確な対応や、「住み続けたいまち」の構築に向けて、特に重要となる

施策を３つの「リーディングプロジェクト」として位置付け、各プロジェクトの実現に

向けて、重点的かつ優先的な取組を進めます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ パートナー同士での本市への定住をゴールに掲げ、出会いの場や機会の創出といった結婚支

援、市内への居住サポートなどの取組を推進します。 

○ 子育て世帯の定住促進に向けて、子育て世代のライフスタイルに応じた支援メニューを提

供し、安心して楽しく子育てができる環境づくりを推進します。 

○ 英語教育やＩＣＴ教育など、特色ある先進教育を推進し、子どもたち一人ひとりの夢や希

望を大切に育む教育環境を創出します。 

未来創造プロジェクト～子どもの笑顔が続くまちを創る～ 

○ 牛久沼や森林公園をはじめとする大規模公園の魅力を高め、市内外から人を呼び込む交流

拠点としての活用を推進します。 

○ 本市の充実したスポーツ施設を活用したイベント開催、本市にゆかりのあるスポーツ選手

やプロスポーツ選手を多く輩出している流通経済大学との連携によるスポーツを通じたにぎ

わいづくりを推進します。 

○ 積極的にシティプロモーション活動を展開するとともに、ふるさと納税の拡充を図り、本

市の魅力を広く発信します。 

魅力創造プロジェクト～もっと魅力が感じられるまちを創る～ 

○ 高齢になっても医療や介護に依存することなく、自立した生活を送ることができるよう市

民の健康寿命延伸に向けた取組を幅広く支援します。 

○ 子どもから高齢者まで、市民の移動ニーズを支える便利で快適な地域公共交通網を構築し、

市民の交流や社会参画を推進します。 

○ 首都圏中央連絡自動車道（圏央道）にアクセスする幹線道路沿道などをターゲットに、周

辺の土地利用状況などを勘案しながら、まちの活力につながる、地域特性に応じた土地利用

を促進します。 

幸せ創造プロジェクト～日常を豊かに、快適に過ごせるまちを創る～ 
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(5) 龍ケ崎みらい創造ビジョン for2030 における施策の体系 

政策の柱 施策 

１ 子どもや若者が健やかに育

ち、一人ひとりの夢や希望を

育むまちづくり 

① 子ども・子育て支援の充実 
 

② 
「夢」を持ち「生きる力」を育む教育 

の推進  

③ 若者世代の活躍支援と定住促進 
 

２ まちの元気を生み出す産業

と交流のあるまちづくり 

④ 地域経済の活性化 

⑤ 多様な働き方と働く場の創出 

⑥ 
地域資源を活用した観光まちづくり 

の推進  

⑦ 流通経済大学との連携の推進 

３ 共に支え合い、誰もが健康

に暮らせるまちづくり 

⑧ 支え合う地域福祉の実現 

⑨ 健康長寿社会の実現 
 

⑩ 地域医療体制・感染症対策の強化 

⑪ 社会保障制度の適正な運営 

４ 誰もが自分らしく、生きが

いを持って暮らせるまちづく

り 

⑫ 
誰もが楽しめる生涯スポーツ社会の

実現  

⑬ 暮らしを豊かにする生涯学習・文化芸術活動の推進 

⑭ 多様性を認め尊重し合う、共生社会の実現 

５ 安全・安心が実感できるま

ちづくり 

⑮ 防災・減災対策の推進 

⑯ 消防・救命体制の充実 

⑰ 暮らしの安全・安心の確保 

６ 機能的で、利便性が高いま

ちづくり 

⑱ 魅力ある都市拠点の形成  

 

⑲ 快適でシームレスな移動環境の構築 
 

⑳ 良好な住環境の維持・創出 
 

７ 環境にやさしく、誰もが快

適に暮らせるまちづくり 

㉑ 環境負荷の少ない地域社会の形成 

㉒ 自然環境の保全と環境美化の推進 

㉓ 
機能的な都市インフラと暮らしを支える生活インフラの

維持・整備 

８ 市民と共に育む持続可能な

まちづくり 

㉔ 市民主体のまちづくりの推進 

㉕ ＳＤＧｓの推進 

㉖ 効率的で透明性の高い市政運営 

㉗ 効果的なシティプロモーション 
 

㉘ 公共施設の「縮充」の推進 

㉙ 電子自治体の推進 

㉚ 持続可能な財政運営 
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 1,870 保育士等確保体制支援

8年度 1,870 保育士等確保体制支援

9年度
1,870 保育士等確保体制支援

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

※アクションプランにおける「こども」の表記については、こども基本法の理念に基づき平仮名表記を使用しています
が、策定済みの計画から引用している場合等は、平仮名以外の表記を使用していることがあります。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

保育士等確保体制支援事
業
【保育課】

保育施設等に対し、入所児童数が利用定
員に満たない場合に生じる財政負担を一
部補助することにより、年度を通じて保
育の受け皿を確保し、保育環境の維持向
上を図ります。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

⑥・・・各年度ごとの主な事業内容を記載しています。なお、「△」は現時点で未定、事業の見直し又は事業の再構築を、
　　　　「－」は翌年度以降の事業の準備又は現時点で事業の実施見込みがないことを表しています。

①・・・政策及び施策に応じたアクションプラン対象事業の名称及び事業担当課を【】書きで記載しています。なお、次のマー
　　　　クを用いて事業について特記すべき事項を表しています。

②・・・SDGs（持続可能な開発目標）に掲げられている17のゴールのうち、事業と関連する主なものを記載しています。

③・・・事業の概要や目的を記載しています。なお、　　　　　　　　　　は事業についてポイントとなる内容や用語の説明を
　　　　記載しています。

⑤・・・各年度の事業費について、７年度は当初予算要求額を、８・９年度は中期事業計画などに基づいた現時点の見込額を１万円
　　　　単位で記載しています（１万円未満切上げ）。なお、「△」は現時点で積算不可を、「－」は現時点で費用の見込みが
　　　　ない又は事業の実施見込みがないことを表しています。

④・・・計画期間の年度を記載しています。なお、　　　　は中期事業計画などに基づいた事業展開の効果を踏まえ、事業の継
　　　　続性などを検証・判断する年度を表しており、このマークを付した年度の次年度以降は検証・判断の結果を反映させた
　　　　事業展開とします。

対象事業一覧表の見方

政策の柱１

「龍ケ崎みらい創造ビジョンfor2030」において、「将来に向けた本市のあるべき姿」を達成するために取り組むべき政策として
掲げる８つの柱の各名称を記載しています。

施策① 子ども・子育て支援の充実

政策の柱ごとの各施策の名称を記載し、当該施策がリーディングプロジェクトである場合はその旨を併せて表記しています。

①

②
③

目標１

貧困をなくそう

目標３

すべての人に

健康と福祉を

目標４

質の高い

教育をみんなに

目標２

飢餓をゼロに

目標５

ジェンダー平等を

実現しよう

目標６

安全な水と

トイレを世界中に

目標７

エネルギーをみんなに

そしてクリーンに

目標８

働きがいも

経済成長も

目標９

産業と技術革新の

基盤を作ろう

目標10

人や国の不平等を

なくそう

目標11

住み続けられる

まちづくりを

目標12

つくる責任

つかう責任

目標13

気候変動に

具体的な対策を

目標14

海の豊かさを

守ろう

目標15

陸の豊かさも

守ろう

目標16

平和と公正を

すべての人に

目標17

パートナーシップで

目標を達成しよう

SDGs（持続可能な開発目標）アイコン一覧

アクションプランの対象としている事業の補足事項、アクションプランの対象としていない

事業であっても市が取り組んでいる事業などについて、適宜紹介しています。

⑤

龍ケ崎市国土強靭化計画の対象事業 施設整備に関する事業 システム構築などに関する事業

令和７年度からの新規事業
新規

令和７年度から事業の対象者や

事業規模の拡大などをする事業
拡充

④ ⑥

効果検証

新規

４月から９月の０歳児・１歳児クラスにおいて、
利用定員に対し空きが出ている場合に補助します。

効果検証
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 1,870 保育士等確保体制支援

8年度 1,870 保育士等確保体制支援

9年度
1,870 保育士等確保体制支援

7年度 － 毎週土曜日午前中の開館開始

8年度 － さんさん館の休日の運営充実

9年度
－ さんさん館の休日の運営充実

7年度 2,619
駅前こどもステーションリフレッシュ保育
開始

8年度
2,619 リフレッシュ保育の運営

9年度 △ △

7年度 △ 実施場所等の検討、整備、開設

8年度 △ △

9年度 △ △

7年度 80 無料体験チケットの配布

8年度
80 産前産後の家事支援

9年度 △ △

7年度 970 作業療法士等の常勤化

8年度 △ こども発達センターつぼみ園の運営

9年度 △ こども発達センターつぼみ園の運営

7年度 438 こども家庭センターの開設

8年度 △ こども家庭センターの運営

9年度 △ こども家庭センターの運営

こどもの居場所・遊び場
創出事業
【こども家庭課】

産前産後家事支援事業
【こども家庭課】

さんさん館休日運営充実
事業
【こども家庭課】

リフレッシュ保育運営事
業
【こども家庭課】

保護者が病院や買い物などに出掛ける
際、一時的にお子さんを保育ルームでお
預かりすることにより、保護者の子育て
の負担や不安感の緩和を図ります。

主な事業内容及び事業費の年次計画

保育施設等に対し、入所児童数が利用定
員に満たない場合に生じる財政負担を一
部補助することにより、年度を通じて保
育の受け皿を確保し、保育環境の維持向
上を図ります。

発達に不安のあるこどもの成長をサポー
トするため、「こども発達センターつぼ
み園」の相談や支援体制の充実を図りま
す。

放課後や夏休み等、学校外で過ごすこど
もたちが気候や天候にかかわらず自由に
集まって、伸び伸びと活動することがで
きる、安全・安心で快適な環境を提供す
るため、各地区のコミュニティセンター
等を活用して、こどもの居場所・遊び場
を創出します。

妊娠中又は産後において、妊産婦のいる
世帯に家事支援者を派遣し、家事等の援
助を行うことにより、こどもを安心して
産み育てる環境を整備します。

事業の概要・目的

休日の親子の居場所として、さんさん館
子育て支援センターの休日の開館を拡大
し、安心して子育てができる環境の充実
を図ります。

保育士等確保体制支援事
業
【保育課】

児童通所支援事業
【障がい福祉課】

こども家庭センター開
設・運営事業
【こども家庭課】

全ての妊産婦、子育て世帯、こどもに対
し、出産前から子育て期に係る切れ目の
ない支援を行うため、令和７年４月に、
母子保健と児童福祉の機能を統合し、包
括的に支援を行う「こども家庭セン
ター」を開設します。

政策の柱１

施策① 子ども・子育て支援の充実

２ 主要事業アクションプラン

新規

４月から９月の０歳児・１歳児クラスにおいて、
利用定員に対し空きが出ている場合に補助します。

子育て支援センターの土曜日午前中の開館が、月
に１回から毎週に変わります。お子さんと一緒に
楽しく遊び、子育て相談もできますので、ぜひご
利用ください。

新規

令和７年度から、これまでさんさん館保育ルーム
で行っていたリフレッシュ保育を新たに駅前こど
もステーションでも実施します。

拡充

令和７年度から、こどもの日常生活動作（ADL）
のサポートを担う作業療法士等について、これま
での月に数日程度勤務から常勤配置に拡大し、支
援体制の充実を図ります。

拡充

新規

効果検証

効果検証

効果検証

令和７年度は、対象者に無料体験チケットを配布
し、気軽な利用を促進します。

効果検証

拡充

新規
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 333 小児医療オンライン相談の運営開始

8年度 362 小児医療オンライン相談の運営

9年度 362 小児医療オンライン相談の運営

7年度 3,037 中学校３年生給食費無償化

8年度 3,037 中学校３年生給食費無償化

9年度 3,037 中学校３年生給食費無償化

7年度 552
不妊治療及び男性不妊手術の治療費一部助
成開始

8年度 552
不妊治療及び男性不妊手術の治療費一部助
成

9年度
552

不妊治療及び男性不妊手術の治療費一部助
成開始

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 259,299
新校舎、新体育館の建築工事及び既存校
舎、既存体育館の長寿命化工事

8年度 35,259 外構等工事

9年度 600 開校、家屋事後調査

7年度 2,363 教科専科指導員の配置

8年度
△ 教科専科指導員の配置

9年度 △ △

7年度 57
コミュニティ・スクール２校（新規１校）
の運営

8年度
117

コミュニティ・スクール４校（新規２校）
の運営

9年度 △ △

7年度 22,146 教室・トイレ改修工事

8年度 2,577 LED照明改修工事

9年度 － －

7年度 291 適応指導教室運営員の全中学校への配置

8年度
291 適応指導教室運営員の配置

9年度 △ △

中学校３年生給食費無償
化事業
【学校給食センター】

中学校３年生の給食費を無償化すること
により、保護者の経済的負担を軽減し、
新生活に必要となる物品等の準備を整え
られるよう後押しします。

不妊治療費助成事業
【こども家庭課】

医療保険適応者を対象に、不妊治療（生
殖・先進医療）及び男性不妊手術に係る
治療費を助成することにより、経済的負
担を軽減し、希望する誰もがこどもを産
み育てることができるよう支援していき
ます。

事業の概要・目的

小児医療オンライン相談
事業
【医療対策課】

教科専科指導員配置事業
【指導課】

北竜台学園施設整備事業
【教育総務課】

令和７年４月の大宮小学校と龍ケ崎小学
校の統合により、受入れ校となる龍ケ崎
小学校の施設整備を行います。

大宮小学校・龍ケ崎小学
校統合整備事業
【教育総務課】

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

主な事業内容及び事業費の年次計画

オンライン相談を導入することにより、
こどもの急な体調変化の際の医療機関受
診の要否判断や、日常の不安・疑問の解
消を支援し、医療機関の適正な受診にも
つなげていきます。

不登校生徒及び教室での生活に困難さを
持つ生徒に対し、校内適応指導教室にお
いて教育相談、自立支援、学習支援など
のサポートを行います。

教科専科指導員を配置して専門性の高い
きめ細やかな指導を展開し、児童の学力
の向上を図ります。

９年間を通じた系統的な小中一貫教育を
より充実させるため、長山中学校区にお
ける施設一体型の義務教育学校「北竜台
学園」の開校に向けた施設整備を行いま
す。

地域と学校の連携体制構
築事業
【文化・生涯学習課】

学校と地域が一体となってこどもたちの
成長を支えていくために、コミュニ
ティ・スクール（学校運営協議会制度）
の導入を推進します。

適応指導教室体制推進事
業
【教育センター】

施策② 「夢」を持ち「生きる力」を育む教育の推進

既に実施している小中学校へのさわやか相談員配
置事業に加え、全中学校に適応指導教室運営員を
配置し、生徒への適応指導体制の充実を図ります。

教科専科指導員は、担任の補助的役割ではなく、
単独で授業を受け持つ役割を担います。

２校の統合により各学年２学級以上となることで、
クラス替えによる交流が図られるなど、児童の教
育環境の向上につながります。

新規

新規

令和６年度から馴柴小学校にコミュニティ・スク
ールを設置しました。令和７年度は中学校１校に
新たに設置します。

拡充

効果検証

効果検証

効果検証

効果検証

新規

このほか、子育て世帯の経済的負担を軽減するた
め、第３子以降の給食費無償化を継続します。ま
た、小中学校全学年を対象に、食材費の高騰によ
り生じた給食費との差額分を市で負担しています。

このほか、妊産婦支援のため、電子母子手帳「た
つのこたっち」にオンライン相談機能を追加しま
す。

（歳入減）

不妊治療（生殖・先進医療）及び男性不妊手術と
もに、一回あたり５万円を上限に助成します。

令和７年度以降、中学校３年生の給食費無償化を
継続して実施していきます。
このほか、食材費の高騰により生じた給食費との
差額分を市で負担しています。
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 353 特別支援教育支援システム運用開始

8年度 353 特別支援教育支援システム運用

9年度 338 特別支援教育支援システム運用

7年度 733
茨城県産のみの食材を使った献立の日
「いばっぺごはんの日」の実施

8年度
733

茨城県産のみの食材を使った献立の日
「いばっぺごはんの日」の実施

9年度 △ △

7年度
325

休日の運動部活動地域展開実施
休日の文化部活動地域展開に向けた検討

8年度 △
休日の文化部活動地域展開に向けた検討
平日の地域展開に向けた検討

9年度 △ △

7年度 328 英語検定受験料の補助

8年度
328 英語検定受験料の補助

9年度 △ △

7年度 63 STEAM教育の実施

8年度 △ △

9年度 △ △

7年度 121 市内中学校モデル校(２校)で実施

8年度 231 市内中学校全校(５校)で実施

9年度
231 市内中学校全校(５校)で実施

　

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度
219 探究学習を通じたリーダー育成の実施

8年度 △ △

9年度 △ △

7年度 473 体験できる仕事の種類を拡充

8年度
473

こども向け職業体験イベント、たつのこワ
クワクワークの開催

9年度 △ △

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

ライフデザイン形成事業
【まちの魅力創造課・指
導課】

青少年リーダー育成推進
事業
【文化・生涯学習課】

こどもたちに、非日常の生活文化に親し
む機会を提供することにより、自分や自
分のまちと向き合い、新たな自己発見、
探究を促すことで、次世代のリーダー育
成につなげることを目指します。

中学校英語検定料助成事
業
【教育総務課】

英語力や学習意欲向上を図るため、実用
英語技能検定(英検)を受験した中学生の
保護者に検定料を補助します。

中学生を対象に、就職・結婚・子育てな
ど、自身の将来を具体的に考える機会を
提供することにより、「夢」や「目標」
を明確にするとともに、本市での暮らし
をイメージし、魅力を再認識することに
よるシビックプライドの醸成を図りま
す。

たつのこワクワクワーク
事業
【まちの魅力創造課】

市内の事業者等と連携してこども向けの
職業体験イベントを開催し、こどもたち
が仕事を「する」「見る」「学ぶ」こと
により、シビックプライドの醸成や活躍
促進につなげます。

特別支援教育支援システ
ム運用事業
【指導課】

STEAM教育推進事業
【指導課】

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

学校給食における地場産物の活用推進、
地産地消等を学ぶ食育の教材とするた
め、龍ケ崎市産をはじめとする茨城県産
の米、野菜や肉を使った献立の日「い
ばっぺごはんの日」を実施します。

特別な支援を要する児童生徒の特性を把
握するためのアセスメントの実施や個別
の指導計画等の作成に加え、教材の提供
等を一体的にサポートするシステムを活
用し、特別支援教育の質の向上を図りま
す。

プログラミングやAIを活用しながら、自
ら課題を見つけ、クリエイティブな発想
で解決していくための教科横断的な学び
として、STEAM教育を実施します。

地域部活動推進事業
【文化・生涯学習課】

生徒のニーズに対応したスポーツ・文化
芸術活動ができる環境を地域に確立する
ことを目指し、部活動の地域展開を推進
します。

県産献立「いばっぺごは
んの日」実施事業
【学校給食センター】

施策③ 若者世代の活躍支援と定住促進

小学生を対象として、同内容の助成を行っており、
小学生・中学生ともに、同一年度内に２回まで助
成対象としています。年間２回の全額補助の実施
は、県内32市のうち、本市を含め２市のみです。

国の方針に基づき、まずは休日の部活動を地域
展開するための取組を進めます。

令和７年度は、体験できる仕事の種類をこれまで
の15種類から20種類に拡充して実施します。

効果検証

効果検証

効果検証

STEAM教育とは、各教科での学習を実社会での課題

発見・解決に活かしていくための教科等横断的な教

育です。
(Science：科学，Technology：技術，Engineering：

工学，Arts：芸術・文化等，Mathematics：数学）

新規

新規

新規

拡充

効果検証

効果検証

「こども発達センターつぼみ園」とのシステム
を活用した情報連携も検討していきます。

効果検証
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 25 補助制度の運用開始

8年度
25 地域課題探究活動支援及び補助制度の運用

9年度 △ △

7年度 704 若者結婚新生活の補助

8年度
704 若者結婚新生活の補助

9年度 △ △

7年度 178 マッチングアプリの導入支援開始

8年度 178 若者婚活支援事業

9年度
178 若者婚活支援事業

7年度 153 ウェルカムチケットの配布

8年度
153 ウェルカムチケットの配布

9年度 △ △

7年度 460
賃貸住宅の契約を更新する若者子育て世代
への補助

8年度
460

賃貸住宅の契約を更新する若者子育て世代
への補助

9年度 △ △

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

高校生探究活動支援事業
【企画課】

包括連携協定を締結した市内の４つの高
等学校が取り組む探究活動等を支援する
ことにより、高校生のまちづくりへの参
画機会を創出し、まちへの愛着の醸成を
図ります。

若者・子育て世代賃貸住
宅延長補助事業
【まちの魅力創造課】

35歳未満の子育て世代が賃貸住宅の契約
を更新した際に補助金を交付し、若者子
育て世代の定住促進を図ります。

若者結婚新生活応援事業
【まちの魅力創造課】

新婚生活をスタートする、夫婦いずれか
が30歳未満・結婚２年以内の若者に補助
金を交付し、若者の活躍支援や活力に満
ちた元気なまちづくりを推進します。

若者婚活支援事業
【まちの魅力創造課】

身近な出会いのツールであるマッチング
アプリを活用し、結婚を希望する若者の
パートナー探しを応援することにより、
未婚化・晩婚化対策、ひいては少子化対
策につなげます。

ウェルカムチケット交付
事業
【まちの魅力創造課】

新たに市民になった方などを対象に、本
市の居住環境の優位性の認知を図るた
め、市の公共施設等の優待チケット等を
配布します。

【龍ケ崎市U29新婚生活スタート応援補助金】
新婚生活スタート時に最大10万円を補助します。

34歳以下を対象に、マッチングアプリの導入支援
や婚活パーティー、オンライン・オフラインでの
セミナーも開催します。

の15種類から20種類に拡充して実施します。

賃貸住宅の更新（契約）時に最大７万円を補助
します。

効果検証

たつのこ産直市場や市内店舗でのコロッケ購入の
割引などが受けられます。

効果検証

効果検証

効果検証

探究テーマを深める活動に３万円、自主的なまち
づくり活動に５万円補助します。

効果検証

拡充

愛称の「RINK」 は市民公募により名付けられました。「龍ケ崎」（ryugasaki）、「交流」（interaction）、「寄り添う」（nestle）、「優しい」

（kind） の意味があり、様々な世代の人がいつでも、優しい気持ちを持って、互いに寄り添える、龍ケ崎市の新しい交流場所になればいいなとい

う想いが込められています。多くの方に親しんでいただけるよう、「龍の環」を想起させるロゴマークも作成しました。

令和7年4月、健康づくりや子育ての総合的な支援拠点として、「龍ケ崎市役所保健福祉棟」がオープンします。

施設内には、保健センターをはじめ、妊産婦や子育て世帯等に対して組織横断的な支援を行う「こども家庭センター」、龍ケ崎市

社会福祉協議会、東部地域包括支援センターなどの関係部署・関係機関が入るとともに、総合相談窓口として、福祉コンシェル

ジュを配置し、専用窓口での対応を基本として、福祉全般に関する様々な不安や困り事を抱えて来庁される方々のご相談にワンス

トップで対応する体制を整備します。

【龍ケ崎市多世代交流センター「ＲＩＮＫ」】

３階にオープンする龍ケ崎市多世代交流センターは、こどもから高齢者まで様々な世代の市民が集

い、交流する場として新たに開設する施設です。

指定管理者制度により運営を民間事業者が担い、健康や子育て、高齢者福祉などをテーマとした

多彩な講座やイベントを開催するとともに、市民活動や趣味の集まりなどに活用できる大・小の会議

室やキッチンスタジオ、気軽に友達と語らえる無料のパブリックスペースもあります。

施策①⑧⑨関連

新規
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 32 アンケート実施、方針検討

8年度 △ △

9年度 △ △

7年度 400
畑作農業ステップアップチャレンジ事業の
補助

8年度
400

畑作農業ステップアップチャレンジ事業の
補助

9年度 △ △

7年度 450
新規就農者経営支援事業、農業次世代人材
投資事業

8年度
480

新規就農者経営支援事業、農業次世代人材
投資事業

9年度 △ △

7年度 300 スマート農業技術導入加速化支援事業

8年度
300 スマート農業技術導入加速化支援事業

9年度 △ △

7年度 135 ジャンボタニシ防除費用補助開始

8年度 180 ジャンボタニシ防除費用補助

9年度 180 ジャンボタニシ防除費用補助

7年度 2,807
企業立地促進奨励金の交付、企業ニーズ調
査の検討

8年度 3,091
企業立地促進奨励金の交付、企業ニーズ調
査の検討

9年度 2,748
企業立地促進奨励金の交付、企業ニーズ調
査の検討

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 843
保育士等修学資金の貸付け、保育士等就労
促進家賃の補助

8年度
1,065

保育士等修学資金の貸付け、保育士等就労
促進家賃の補助

9年度 △ △

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

主な事業内容及び事業費の年次計画

畑作農業ステップアップ
支援事業
【農業政策課】

農業経営の発展を目指す畑作農業者の支
援を行い、安定した生産構造及び農業の
振興を図ります。

新規就農者経営支援事業
【農業政策課】 農業従事者の確保・自立を促進し、安定

した生産構造及び農業の振興を図りま
す。

スマート農業支援事業
【農業政策課】

スマート農業技術の導入を支援し、経営
管理のデジタル化や省力栽培・品質の向
上に向けた取組を促進することにより、
儲かる農業の発展を図ります。

事業の概要・目的

保育士等支援事業
【保育課】 保育士等の資格取得に要する修学資金の

貸付けや市内の保育所等に就労する保育
士等への家賃補助を行い、保育人材の確
保に努めます。

企業立地促進奨励事業
【商工観光課】

本市における企業立地を促進するため、
市内において新たに工場等の新設又は増
設をする一定の要件を満たす企業に対し
て奨励金を交付し、産業の振興及び雇用
の拡大を図ります。

経営者の高齢化や後継者不足が進行し、
休廃業の増加が懸念されていることか
ら、本市の飲食店や自営業者などが持つ
味や技術などを次世代に継承し、地域の
魅力をつないでいくため、国の機関や商
工会と連携しながら、事業承継を支援し
ます。

事業承継支援事業
【商工観光課】

病害虫防除対策事業
【農業政策課】

病害虫による農業被害を防止し、生産基
盤の維持を図るため、農業生産者が取り
組む防除費用の一部を支援します。

政策の柱２

国や県の補助を活用できない小規模の農家も含め、
農業用機械等の導入に要する経費の一部について
市独自で助成します。

経営開始初期段階の不安定な時期の支援のため、
最長８年間補助金を交付します。

営農支援システム、農業用ドローン、圃場・ハウ
ス等環境センサーの導入などに対して、補助金を
交付します。

効果検証

効果検証

効果検証

効果検証

新規

施策⑤ 多様な働き方と働く場の創出

施策④ 地域経済の活性化

水稲に深刻な被害をもたらすジャンボタニシの防
除対策を支援します。このほか、「農業危害生物
防除対策事業」として、ナガエツルノゲイトウ等
の外来生物の駆除の支援を行います。

拡充
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 1,508 創業フェスの初開催

8年度
1,508

創業促進事業の補助、Match-hakoの運営、
創業スクール・創業フェスの開催

9年度 △ △

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 118 ご当地コロッケ横丁の開催

8年度 76 ご当地コロッケ横丁の開催

9年度 297 第９回全国コロッケフェスティバルの開催

7年度 297 伝統芸能の保存・伝承支援

8年度 297 伝統芸能の保存・伝承支援

9年度 297 伝統芸能の保存・伝承支援

7年度 614 観光PRイベントの開催

8年度 614 観光PRイベントの開催

9年度 614 観光PRイベントの開催

7年度 30
市民や地域の団体等とのワークショップな
どの開催

8年度 △ △

9年度 △ △

7年度 66 牛久沼活用試行事業の補助

8年度
96 牛久沼活用試行事業の補助

9年度 △ △

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 172
市民大学講座の開催、運動部応援バスツアー、小
中学校学生派遣事業の実施、学割サービス入学祝
利用券の配布、20周年記念ロゴマークの活用

8年度 154
市民大学講座の開催、運動部応援バスツアー、小
中学校学生派遣事業の実施、学割サービス入学祝
利用券の配布

9年度 154
市民大学講座の開催、運動部応援バスツアー、小
中学校学生派遣事業の実施、学割サービス入学祝
利用券の配布、市施設利用券の配布

主な事業内容及び事業費の年次計画

まちなか再生推進事業
【商工観光課】 市民や地域の団体等と本市の魅力を活か

した取組を共に考え、地域での取組を後
押ししていくことにより、まちなか再生
を起点とした地域活性化を目指します。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

創業支援事業
【商工観光課】

インキュベーションオフィスの運営、フ
リーペーパーの発行、創業スクールの開
催等により、創業機運の醸成を図り、市
内での起業・創業を促進します。

地域資源活用事業
【商工観光課】

本市の観光資源である「龍ケ崎コロッ
ケ」を活用したイベントを開催し、認知
度を高めるとともに、にぎわいを創出し
交流人口の増加を図ります。

伝統芸能伝承事業
【商工観光課】

伝統芸能の保存・伝承を支援し、本市の
伝統芸能をPRすることで、にぎわいの創
出を図ります。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

流通経済大学連携事業
（龍・流連携）
【まちの魅力創造課】

流通経済大学と連携し、教育・文化・ス
ポーツなどの様々な分野の事業を展開す
ることにより、地域の活性化を図りま
す。

観光PRイベント等開催事
業
【商工観光課】

関係機関と連携し、本市の観光資源を活
用したイベントを開催することにより、
交流・関係人口の増加を図ります。

牛久沼活用事業
【まちの魅力創造課】

交流人口の増加に資する取組を展開し、
牛久沼の魅力を高め、交流拠点としての
活用を図ります。また、牛久沼周辺自治
体の首長などで構成する「牛久沼活用推
進協議会」の中で連携した取組を検討
し、広域での魅力向上を図っていきま
す。

事業の概要・目的

令和７年度は、創業者のPRやテストマーケティン
グ、創業者間の交流を目的として、新たに「創
業フェス」を開催します。

本市を代表する伝統芸能である「撞舞」は、国選
択・県指定無形民俗文化財であるとともに、観光
資源としても重要な役割を担っています。

桜まつり、とんび凧あげ、駅前イルミネーション
などの市のPRイベントを実施します。

効果検証

効果検証

施策⑥ 地域資源を活用した観光まちづくりの推進

施策⑦ 流通経済大学との連携の推進

令和６年度に開催した第８回全国コロッケフェス
ティバルでは、全国から27店舗が出店し、約２万
人の来場者でにぎわいました。

拡充

令和６年度、龍・流連携20周年を記念し、流通経
済大学の学生の協力により、ロゴマークを作成し
ました。学割サービス加盟店のペナント等に表示
するなど、事業のPRに広く活用していきます。
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 814 生活支援コーディネーターの配置

8年度 814 生活支援コーディネーターの配置

9年度 814 生活支援コーディネーターの配置

7年度 223
支援を希望する方と生活支援サポーターと
のマッチング、生活支援サポーターの育成

8年度 223
支援を希望する方と生活支援サポーターと
のマッチング、生活支援サポーターの育成

9年度 223
支援を希望する方と生活支援サポーターと
のマッチング、生活支援サポーターの育成

7年度 201 販売エリアの選定、補助開始

8年度 201 移動販売事業者への補助

9年度 201 移動販売事業者への補助

7年度 55
ウィッグ・乳房補整具・福祉用具の購入・
レンタル費用の助成開始

8年度 55
ウィッグ・乳房補整具・福祉用具の購入・
レンタル費用の助成開始

9年度
55

ウィッグ・乳房補整具・福祉用具の購入・
レンタル費用の助成開始

7年度 － －

8年度 △ 新しい緊急通報システムの導入

9年度 △ 緊急通報システムの運用

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 303 高齢者補聴器購入費用の助成

8年度
303 高齢者補聴器購入費用の助成

9年度 △ △

7年度 56 コンディショニングサポート講座の開催

8年度
56 コンディショニングサポート講座の開催

9年度 △ △

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

生活支援コーディネー
ター事業
【福祉総務課】

日常生活で支援を必要とする高齢者に、
生活支援・介護予防サービスを提供する
ため、サービスのコーディネート機能を
有する事業主体と連携して、生活支援体
制の充実を図ります。

主な事業内容及び事業費の年次計画

高齢者など、食料品や日用品等の買い物
に不便を感じている方の買い物環境の安
定を図るため、移動スーパー等の出店を
支援します。

事業の概要・目的

生活支援サポーター活用
事業
【福祉総務課】

家事支援を必要としている市民と生活支
援サポーター養成研修修了者をマッチン
グさせることにより、市民が必要として
る家事支援のサービスを提供します。

がん患者療養生活サポー
ト事業
【健康増進課】

がん治療を受けている方の日常生活、就
労、地域社会への参加などを支援するた
め、ウィッグ・乳房補整具・福祉用具の
購入及びレンタル費用の一部を助成しま
す。

高齢者等見守りサポート
事業
【福祉総務課】

家庭内での事故等に対して、24時間、
365日対応可能な緊急通報体制を強化
し、事故や急病の早期発見、孤独死の防
止など、一人暮らしの高齢者等が安心し
て生活できる環境を整えます。

移動スーパー等買い物支
援充実事業
【福祉総務課】

コンディショニングサ
ポートプログラム事業
(介護)【健康増進課】

身体の状態を整え、運動機能の改善を図
ることにより、高齢者の健康増進を目指
します。

高齢者補聴器購入支援事
業
【福祉総務課】

補聴器購入費用の一部を助成し、認知症
の予防、健康寿命の延伸、医療費の抑制
を図ります。

政策の柱３

施策⑧ 支え合う地域福祉の実現

施策⑨ 健康長寿社会の実現

専門医の診断を受け、補聴器を購入する65歳以上
の方に対して、最大３万円を補助します。

このほか、まいん健康サポートセンター運営事業

(介護)において、健康推進講座を開催しています。

効果検証効果検証効果検証効果検証

効果検証効果検証効果検証

新規

移動販売を行う事業者に対して、費用の一部を補

助します。

令和８年度を予定している新しい緊急通報システ

ムの導入により、人感センサーで異常を検知する

機能を追加するなど、見守り体制を強化します。

新規

対象者１人につき、費用の２分の１(上限２万
円)を助成します。 効果検証
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 330
検診予約体制の整備、胃内視鏡検査・リスク
検査の実施

8年度 330
検診予約体制の整備、胃内視鏡検査・リスク
検査の実施

9年度 364
検診予約体制の整備、胃内視鏡検査・リスク
検査の実施

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 9,456
小児救急輪番制の運用、休日当番医の確保、
病院群輪番制の運用、病院運営費の補助

8年度 9,456
小児救急輪番制の運用、休日当番医の確保、
病院群輪番制の運用、病院運営費の補助

9年度 9,456
小児救急輪番制の運用、休日当番医の確保、
病院群輪番制の運用、病院運営費の補助

7年度 1,656 帯状疱疹ワクチン任意接種費用の助成

8年度
1,442 帯状疱疹ワクチン任意接種費用の助成

9年度 △ △

7年度 164 HPVワクチン接種費用の助成

8年度
164 HPVワクチン接種費用の助成

9年度 △ △

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

HPVワクチン任意接種助成
事業
【医療対策課】

小学６年生から高校１年生までの接種を
希望する男性に、HPVワクチン接種費用
の助成を行い、被接種者の経済的負担軽
減と感染予防を図ります。

帯状疱疹ワクチン任意接
種助成事業
【医療対策課】

帯状疱疹ワクチン任意接種費用の一部を
助成し、帯状疱疹の発症率低減や重症化
予防、接種希望者の経済的負担軽減、接
種機会の確保を図ります。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

医療対策事業
【医療対策課】

医療機関との連携により、休日・夜間の
医療体制を確保します。

がん予防・検診受診促進
事業
【健康増進課】

健康寿命を延伸させるとともに、胃がん
の予防、早期発見・早期治療などを見据
え、検診の受診環境の充実を図ります。

施策⑩ 地域医療体制・感染症対策の強化

龍ケ崎済生会病院・牛久愛和総合病院・つくばセ

ントラル病院・東京医科大学茨城医療センターと

連携し、休日・夜間の「小児救急医療輪番制」を

実施しています。

50歳以上を対象に、不活化ワクチン２回（助成上

限10,000円/回）又は生ワクチン１回（助成上限

4,000円）の接種を受けた場合の費用の一部につ

いて助成します。

効果検証効果検証効果検証

効果検証効果検証効果検証

施策⑪ 社会保障制度の適正な運営

本市においても、国民健康保険制度、後期高齢者医療制度、介護保険制度などの各社会保障制度について、今後の人口の見通し

や財政収支などを踏まえながら、安定的なサービスを提供できるよう適正な制度運営を図っているところです。また、国の制度とは別に、県・

市の事業として医療福祉費支給制度を設け、医療費負担の軽減につながる支援も行っています。社会保障に関わる事業は、非常に多

岐にわたり全てを紹介することはできませんが、以下、社会保障に関連して、医療福祉費支給制度（通称「マル福」）について紹介します。

【医療福祉費支給制度：通称「マル福」】

県及び市の事業として、主に18歳以下（高校生相当の年代）の方を対象に医療費の助成を実施しており、育ち盛りの子などが適正に医療を受けること

ができるよう、医療費負担軽減の一助となっています。なお、マル福の対象は、県の基準で所得制限が設けられていますが、その基準を超えた場合に市独自

で助成を実施しているものもあります。

※ 外来：一つの病院につき、１日600円までの自己負担（１か月に同じ病院へ３回以上行った場合、３回目以降の負担なし）

入院：１日300円までの自己負担（１か月の自己負担上限額は、3,000円） 調剤（薬局）：自己負担なし

※ マル福の対象区分によって、上記の自己負担額が異なることがあります。

施策⑪関連

このほか、節目年齢（各検診によって異なりま

す。）の方は、無料で各種検診が受診できます。
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度
604 リレーマラソン大会の開催

8年度 △ △

9年度 △ △

7年度
149 放課後PLAYパーク投げる大作戦の開催

（様々な運動スポーツを通して自己と向き合うプログラム）

8年度 △ △

9年度 △ △

7年度 185
プロスポーツチームと連携したイベント・
観戦ツアー開催、応援グッズの配布

8年度
185

プロスポーツチームと連携したイベント・
観戦ツアー開催、応援グッズの配布

9年度 △ △

7年度 4,007 プロモーション、イベント開催等

8年度
4,007

スポーツクライミングのまち龍ケ崎推進事
業

9年度 △ △

7年度 2,077 新スコアボードリース開始等

8年度 3,998
たつのこスタジアムの管理、スコアボード
リース、トイレ改修工事等

9年度 34,139
たつのこスタジアムの管理、スコアボード
リース、LEDナイター照明工事等

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 733 外壁塗装・屋根防水改修実施設計

8年度 18,759 外壁塗装・屋根防水改修工事

9年度 6,497 舞台機構設備工事

文化会館管理事業
【文化・生涯学習課】

大昭ホール龍ケ崎（文化会館）利用者の
快適性・安全性の向上と施設の長寿命化
を図るため、老朽化した設備の計画的な
改修を行います。

たつのこスタジアム管理
事業
【スポーツ推進課】

TOKIWAスタジアム龍ケ崎（たつのこスタ
ジアム）の施設を常に良好な状態に保
ち、長寿命化を図るため、計画的な改修
を行います。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

スポーツクライミングの
まち龍ケ崎推進事業
【スポーツ推進課】

トップクライマーが身近に存在する環境
や若者を中心に人気が広がる「スポーツ
クライミング」を活用したまちづくりに
取り組み、多様な分野とも連動していく
ことにより、若者世代の定住促進など、
本市の課題解決につなげていきます。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

マラソン大会開催事業
【スポーツ推進課】

「走る」ことへのきっかけとなる機会を
つくり、市民の健康増進や運動実施率の
向上を図ります。

スポーツによる自己実現
支援事業
【スポーツ推進課】

小学生を対象に「投げる」動作を通じ
て、自由な発想で自分なりの答えを導き
出すプログラムを提供し、運動有能感や
自己肯定感を高められる機会の創出を図
ります。

プロスポーツ連携事業
【スポーツ推進課】

プロスポーツチームと連携し、大規模・
独自性のあるイベントやシティプロモー
ションを実施することにより、市内外か
ら多くの方々を呼び込み、交流人口の増
加及び地域活性化を図ります。

政策の柱４

施策⑫ 誰もが楽しめる生涯スポーツ社会の実現

施策⑬ 暮らしを豊かにする生涯学習・文化芸術活動の推進

親子ラン、ジュニアラン、３時間耐久リレーマラ
ソンの３種目を実施します。より楽しく、参加し
やすいよう、距離などを変更しています。

野球、サッカー、バスケットボールのプロチーム
と連携した取組を実施しており、今後他種目のス
ポーツチームとの連携も目指します。

効果検証

効果検証

効果検証

新規

効果検証

令和７年度から、スコアボードをフルスクリーン
にリニューアルし、球速の表示や映像による演出
等が可能になります。
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度
125

「りゅうがさきおやくだちかーど」の配
布、内容拡充

8年度 △ △

9年度 △ △

多文化共生社会構築事業
【地域づくり推進課】

多文化共生社会の実現に向け、多様性を
認め尊重し合い、外国籍の市民が安心し
て暮らせるための環境整備に努めます。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

施策⑭ 多様性を認め尊重し合う、共生社会の実現

効果検証

外国籍市民の生活サポートのため、WEB上で行政手
続等の情報をわかりやすく、４か国語で紹介しま
す。二次元コード掲載の「おやくだちかーど」を
合わせて配布することでアクセス性を高めます。

効果検証

施策⑫関連

「スポーツクライミングのまち龍ケ崎」のキックオフイベントとして、令和７年３月15日、16

日に「ユースクライミング大会～AKIYO’s DREAM WITH RYUGASAKI」を開催します。

このイベントは、野口啓代さんとの共催となっており、小学校３年生から中学校３年生

の各年代で熱戦が繰り広げられるほか、大会ゲストとして、楢﨑智亜選手、楢﨑明智選

手、森秋彩選手を迎え、トークショーや解説などで会場を盛り上げていただきます。

【ユースクライミング大会～AKIYO’s DREAM WITH RYUGASAKI】

スポーツクライミングは、アーバンスポーツと呼ばれ、音楽やファッションなどの文化との結びつきが強く、若者世代に響くエンター

テイメント性を持ち合わせており、近年、人気が上昇し、競技人口やボルダリングジムなどの施設が増加しているスポーツです。

本市にとっては、東京2020オリンピックで銅メダルを獲得した野口

啓代さん、東京2020オリンピックに続き、パリ2024オリンピックに出場

した楢﨑智亜選手と、国内でスポーツクライミングを牽引してきた２人

のトップクライマーが市内に在住していることもあり、市民の関心や注

目度が高いスポーツと言えます。

本市では、スポーツクライミングの人気の高まりを絶好の機会と捉え、

人材に恵まれた環境を有し、優位性や独自性を発揮できるスポーツ

クライミングを活かした施策展開により、様々な分野に好循環を創出

するとともに、地域課題の解決につなげることを目指し、「スポーツクラ

イミングのまち龍ケ崎」推進事業に取り組んでいます。

現在、「スポーツクライミングのま

ち龍ケ崎」の実現に向けたビジョン

や施策などを示した基本構想の

策定を進めており、令和７年３

月の完成を目指して進めています。

右図は、パブリックコメント募集

段階で示した基本構想案の全体

図です。パブリックコメント等を踏

まえ、変更となる可能性がありま

す。
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 408 備蓄品の更新

8年度 448 備蓄品の更新

9年度 449 備蓄品の更新

7年度 8,240
トイレトラック及び水循環型シャワー・テ
ントセットの配備

8年度 △ 防災訓練における避難所生活体験の実施等

9年度 △ 防災訓練における避難所生活体験の実施等

7年度 244 木造住宅耐震診断士の派遣開始

8年度 244
木造住宅耐震診断士の派遣、戸建て木造住宅耐震
改修等事業費用の補助、危険ブロック塀等撤去費
用の補助

9年度 244
木造住宅耐震診断士の派遣、戸建て木造住宅耐震
改修等事業費用の補助、危険ブロック塀等撤去費
用の補助

7年度 868 ドローン機器一式購入

8年度 △ 防災訓練における情報伝達訓練等の実施

9年度 △ 防災訓練における情報伝達訓練等の実施

7年度 510
想定浸水深の電柱等への表示
県管理河川ハザードマップの作成

8年度 － －

9年度 － －

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 2,072 CD1型消防ポンプ自動車2台の更新

8年度 4,135 小型動力ポンプ付積載車3台の更新

9年度 2,560 CD1型消防ポンプ自動車1台の更新

7年度 421 公共施設AED賃貸借、コンビニAED賃貸借

8年度 489 公共施設AED賃貸借、コンビニAED賃貸借

9年度 538 公共施設AED賃貸借、コンビニAED賃貸借

主な事業内容及び事業費の年次計画

水防災意識向上推進事業
【防災安全課】

浸水リスクなど水防災への意識啓発を図
るため、小貝川や利根川が氾濫した際の
想定浸水深を電柱等へ表示するととも
に、谷田川等の県管理河川に係るハザー
ドマップを作成します。

災害対応ドローン整備運
用事業
【防災安全課】

災害発生時に、被災状況等を把握し、復
旧対応及び住民に対する情報発信を迅速
に行うため、災害対応用のドローンを整
備します。

消防施設整備事業
【防災安全課】 老朽化した消防団車両を計画的に更新し

ます。

AED設置推進事業
【防災安全課】

心肺停止状態になった方がいた際に、そ
の場に居合わせた方が利用できるよう公
共施設とコンビニエンスストアにAEDの
設置を行います。

事業の概要・目的

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

非常災害用備蓄事業
【防災安全課】

災害発生時に備え、茨城県地震被害想定
調査報告書（平成30年12月）に基づき備
蓄食糧や備蓄品の充実に努めます。

住宅・建築物耐震改修促
進事業
【都市計画課】

旧耐震基準の自己居住用住宅に対しての
耐震診断士の派遣、耐震改修等事業費用
の助成、危険性のあるブロック塀の撤去
費用等の助成を行い、大規模地震による
人的被害の削減を図ります。

避難所衛生環境改善事業
【防災安全課】

避難者が衛生的な環境で、できるだけ普
段と変わらない日常を送り、心身の負担
を軽減できるよう、避難所の衛生環境の
改善を図ります。

政策の柱５

施策⑮ 防災・減災対策の推進

施策⑯ 消防・救命体制の充実

非常災害に備え、食糧、飲料水、生理用品、おむ
つ、備蓄用ガソリンの補充を行います。

新規

全ての小中学校に、AEDの屋外型収納ボックスを
配備しているため、休日・夜間などの教職員不在
時でも、AEDを使用することができます。

新規

飛行する地域等によって必要となる国家資格につ
いて、計画的に職員の取得を進め、災害時の体制
強化を図ります。

令和７年度より、耐震診断費用の一部を補助する
制度から、市が耐震診断士を派遣する制度へと変
更し、利用者の利便性を向上します。

拡充

このほか、消防団員の活動しやすい環境づくりの
ためのアンケート調査や団員及びその家族の方が
特典・割引を受けることができる「消防団応援の
店」制度のリニューアル等を進めます。

新規

東日本大震災の経験や令和６年能登半島地震の支
援での経験を活かし、長期断水時のトイレ環境や
入浴機会を確保するため、トイレトラックと水循
環型シャワー・テントセットを配備します。
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 579
防犯活動見守り支援、青色防犯パトロール
の実施

8年度 331
防犯活動見守り支援、青色防犯パトロール
の実施

9年度 325
防犯活動見守り支援、青色防犯パトロール
の実施

7年度 1,011
防犯カメラ更新、防犯カメラ等設置費用の
補助

8年度 1,084
防犯カメラ更新、防犯カメラ等設置費用の
補助

9年度 985
防犯カメラ更新、防犯カメラ等設置費用の
補助

7年度 3,000
区画線の設置、カーブミラーの設置、転落
防止柵の設置

8年度 4,500
区画線の設置、カーブミラーの設置、転落
防止柵の設置

9年度 4,500
区画線の設置、カーブミラーの設置、転落
防止柵の設置

7年度 1,030
グリーンベルト・区画線の舗装、スクール
ゾーンの表示

8年度 △ △

9年度 △ △

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

交通安全施設整備事業
【道路公園課】 交通事故を未然に防ぐため、カーブミ

ラーやガードレールなどの交通安全施設
などを整備し、交通危険箇所の解消や交
通事故防止の安全対策に努めます。

通学路安全対策事業
【道路公園課】 学校、教育委員会及び警察と連携・協議

しながら交通安全施設を整備し、通学路
の交通危険箇所の解消や交通事故防止の
安全対策に努めます。

防犯活動事業
【防災安全課】 防犯サポーターの配備及び関係団体と協

力した防犯活動を行い、地域の安全・安
心の向上を図ります。

防犯カメラ等設置事業
【防災安全課】

犯罪を未然に防止するため、防犯カメラ
の更新及び地域団体が設置する防犯カメ
ラの費用に対する一部補助を行います。

施策⑰ 暮らしの安全・安心の確保

防犯カメラ等の設置費用等の２分の１の金額(１
台につき上限20万円)を補助します。

時でも、AEDを使用することができます。

自然災害が起きた際に、被害を最小限に抑えるとともに、迅速な災害対応につなげるため、被災状況の把握や避難所の衛生

対策など、体制の強化に取り組んでいます。

【災害対応ドローン整備】

災害時にドローンを活用し、上空から被災地を撮影して、広域的な被害状況を

迅速に確認することができます。建物の倒壊や火災発生などで被災地へ人が立ち

入りにくくなっている場所でも状況が確認できるので、混乱が起きやすい災害時でも、

素早く必要な情報を収集でき、救助・復旧計画を立てやすくなります。

【気象防災アドバイザーとの連携】

気象予報士の資格を有する気象防災アドバイザーと連携し、気象状況の監視、災害対策本部における気象解説等により、

災害への警戒の必要性や避難情報等の発信などに関して適切な判断ができるよう努めています。

【トイレトラック、水循環型シャワー・テントセット】

令和６年１月４日から９日まで、「令和６年能登半島地震」で被害のあった富山県高岡市と石川県七尾市に職員を派遣

し、給水活動を行いました。トイレ、入浴、食事など、生活する上で欠かすことのできない「水の備え」の重要性を強く再認識したと

いう職員の報告を踏まえ、トイレトラック及び水循環型シャワー・テントセットを配備し、避難者の衛生環境の向上及び被災による

心身の負担の軽減を図ります。

施策⑮関連

写真提供：（一社）助け合いジャパン
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 △ 社会実験の効果検証、方針検討

8年度 △ △

9年度 △ △

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 500 昼間割引制度の運用

8年度 500 昼間割引制度の運用

9年度 500 昼間割引制度の運用

7年度 11,730
路線見直し後の新ルートでのコミュニティ
バスの運行開始

8年度 11,720 コミュニティバスの運行

9年度 11,665 コミュニティバスの運行

7年度 786 乗合タクシーの運行

8年度 786 乗合タクシーの運行

9年度 786 乗合タクシーの運行

7年度 3,864 AIオンデマンド交通の本格運行開始

8年度 3,986 AIオンデマンド交通の運行

9年度 3,864 AIオンデマンド交通の運行

コミュニティバス運行事
業
【都市計画課】

コミュニティバスを安全・安心かつ快適
に利用できる環境を整備し、市民の移動
の足の確保、過度な自家用車利用からの
脱却等を含めた地域公共交通システムの
構築を目指します。

乗合タクシー運行事業
【都市計画課】 公共交通空白地域にお住まいの方や高齢

者等の移動が困難な方の移動手段として
運行し、地域住民の移動の足を確保しま
す。

AIオンデマンド交通運行
事業
【都市計画課】

効率的で持続可能な地域公共交通の実現
に向け、利用の少ないコミュニティバス
枝線の代替手段としてAIオンデマンド交
通を運行し、地域住民の移動手段の確
保・公共交通の利用促進を図ります。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

龍ケ崎市駅東口駅前広場
改修事業
【道路公園課】

JR龍ケ崎市駅東口駅前ロータリーで行っ
た社会実験の効果検証を行い、利用者が
安全に安心して利用できる環境整備に向
け、社会経済情勢の変化や本市の財政負
担を考慮した改修のあり方を検討してい
きます。

路線バス昼間割引事業
【都市計画課】 関東鉄道株式会社が運行する路線バスを

対象に「昼間割引」を行い、路線バスの
利用促進を図ります。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

政策の柱６

施策⑱ 魅力ある都市拠点の形成

施策⑲ 快適でシームレスな移動環境の構築

午前８時から午後５時までの時間帯に、市内で乗
降した場合の運賃上限を210円とします。

新規

AIオンデマンド交通は、アプリ等で予約された出
発地・目的地からAIが最適なルートを判断するた
め、効率性・即時性に優れた交通手段です。

新規

17



事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 179
空家等対策推進協議会の運営、空家等の適正管
理の指導・緊急対応、財産管理制度申立て

8年度 178
空家等対策推進協議会の運営、空家等の適正管
理の指導・緊急対応、財産管理制度申立て

9年度 172
空家等対策推進協議会の運営、空家等の適正管
理の指導・緊急対応、財産管理制度申立て

7年度 250 家財処分費用、空家改修工事費用の補助

8年度 250 家財処分費用、空家改修工事費用の補助

9年度 250 家財処分費用、空家改修工事費用の補助

主な事業内容及び事業費の年次計画

空家バンク活用事業
【まちの魅力創造課】

空家バンク制度を活用することにより、
空家の管理不全予防につなげるととも
に、移住・定住を促進します。

空家等対策事業
【まちの魅力創造課】

空家等の発生抑止や活用、適正な管理が
されていない空家等の解消を促進しま
す。

事業の概要・目的

施策⑳ 良好な住環境の維持・創出

空家バンク制度とは、市内の空家・空地を所有し
ている方の「売りたい・貸したい」と、中古住宅
・土地を探している方の「買いたい、借りたい」
といった意向をマッチングさせる制度です。

施策⑳ほか全般

市では、人口減少や少子化の進行に対し、危機感を持って組織的に取り組んでいくため、令和６年５月に「龍ケ崎市人

口問題対策推進本部」を立ち上げました。本部直轄の組織として人口問題対策推進会議、その下に3つのワーキングチーム

を組織し、少子化対策や女性活躍、若者・子育て世代の定住促進などについて、検討しました。

令和７年度は、今後の人口減少の抑制に向けて、本市の市街地の中でも特に高齢化の進行が顕著な松葉・長山地区

をモデルに、若者から高齢者まで多様な世代が住みよいと感じられるまちづくりについて、多世代共生をキーワードに多角的な

視点で検討を進めていきます。

本市には、関東鉄道竜ヶ崎線や路線バス、タクシーといった地域公共交通が運行しており、それらを

補完する公共交通として、コミュニティバスや乗合タクシーを運行しています。

コミュニティバスについては、移動ニーズやご要望にお応えする形で充実を図ってまいりましたが、その一

方で、運行経費や効率性が課題となっていました。

そのため、令和７年４月から、需要に応じた効率的で持続可能な地域公共交通ネットワークを構築

するため、一部コミュニティバス路線の見直しや、AIオンデマンド交通の運行など、地域公共交通の再編

を行います。

施策⑲関連

【コミュニティバス路線の見直し】

循環ルートの長山地区への乗り入れや、南

が丘地区からサプラスクエアサプラを結ぶ路線

の設定など、路線の見直しを行います。

利用の少なかった一部路線の運行を終了

し、AIオンデマンド交通への転換を図ります。

【AIオンデマンド交通の本格運行】

一部コミュニティバスの運行が終了となる市

東部地域において、AIオンデマンド交通の本

格運行を始めます。

【運賃体系の見直し】

コミュニティバスの基本運賃を100円に引き

下げます。これに併せ、高齢者向け定期券

や通学定期券、１日乗車券などの割引運

賃を廃止し、分かりやすい運賃体系とします。

【少子化対策ワーキングチームで検討され、令和７年度から実施・拡充する事業】

○ 不妊治療費助成事業

○ ライフデザイン形成事業

＜新規＞

○ さんさん館休日運営充実事業

○ こども家庭センター開設・運営事業

○ 小児医療オンライン相談事業

＜拡充＞

○ たつのこワクワクワーク事業

○ 若者婚活支援事業

○ 歯科保健事業
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 301 蓄電システム設置の補助

8年度 301 蓄電システム設置の補助

9年度 301 蓄電システム設置の補助

7年度 201
ネット・ゼロ・エネルギー・ハウスに対す
る補助金の交付

8年度
201

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウスに対す
る補助金の交付

9年度 △ △

7年度 △ ごみの広域処理体制のあり方協議

8年度 △ 新広域処理施設整備の協議

9年度 △ 新広域処理施設整備の協議

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 5,169 道路改良工事、測量・設計等

8年度 5,169 道路改良工事、測量・設計等

9年度 5,169 道路改良工事、測量・設計等

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

自立・分散型エネルギー
設備導入促進事業
【生活環境課】

住宅等への再生可能エネルギーの導入促
進を図るため、蓄電システムを設置する
方に対し、費用の一部を補助します。

ネット・ゼロ・エネル
ギー・ハウス導入促進事業
【生活環境課】

住宅における温室効果ガスの排出削減を
図るため、ネット・ゼロ・エネルギー・
ハウスの機能を持つ住宅の建築、購入又
は改修をする方に補助金を交付します。

ごみ処理広域化推進事業
【生活環境課】 持続可能で安定的な廃棄物処理体制を確

保するため、一般廃棄物の広域処理や処
理施設の集約化に向けた調査・検討を関
係自治体と連携して行います。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

道路改良事業
【道路公園課】

市道の安全・快適性を確保するために、
道路の排水整備、拡幅整備、歩車道のバ
リアフリー化等を実施します。

政策の柱７

施策㉑ 環境負荷の少ない地域社会の形成

施策㉓ 機能的な都市インフラと暮らしを支える生活インフラの維持・整備

設備本体の購入費・工事費について、県の補助金
５万円に加え、市独自の補助金５万円を予算の範
囲内で上乗せしています。

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウスとは、通称
ZEH（ゼッチ）と呼ばれ、エネルギー収支をゼロ
以下にする家のことをいいます。

施策㉒ 自然環境の保全と環境美化の推進

効果検証

施策㉒関連

本市では、不法投棄の防止を図ることを目的に「わがまちクリーン大作戦」を実施しています。現在は、11

月と３月の年２回、市が定める基準日に防災行政無線で実施の有無をお知らせし、地域や事業者の皆さ

んにも協力いただきながら実施しており、毎回、多くの不法投棄ごみが回収され、不法投棄されにくい環境整

備につながっています。今後も、きれいなまちを保っていけるように、地域の皆さんと力を合わせて、環境美化に

取り組んでいきます。
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 8,883 舗装工事、舗装修繕工事、測量・設計等

8年度 △ 舗装工事、舗装修繕工事、測量・設計等

9年度 △ 舗装工事、舗装修繕工事、測量・設計等

7年度 1,980 不動産鑑定、土地の購入

8年度 9,600 道路改良工事

9年度 － －

7年度 8,004 道路改良工事、橋梁委託工事等

8年度 21,089 橋梁委託工事

9年度 7,946 道路改良工事、橋梁委託工事等

7年度 3,054 測量、実施設計、建物補償

8年度 8,500 舗装修繕（１工区）

9年度 7,000 舗装修繕（２工区）

7年度 2,877 橋梁定期点検、橋梁修繕実施設計・工事

8年度 5,880
橋梁定期点検、橋梁修繕実施設計・長寿命
化計画策定

9年度 6,800 橋梁修繕実施設計・工事

7年度 △ △

8年度 △ △

9年度 △ △

7年度 14,908 幹線道路の除草

8年度 19,808 幹線道路の除草、新規除草路線追加

9年度 20,690 幹線道路の除草、新規除草路線追加

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

国土強靱化関連道路整備
事業
【道路公園課】

国土強靱化計画に基づく道路改良事業や
舗装修繕事業等を実施します。

【対象路線（既掲のものを除く）】
市道第Ⅰ-9号線外、市道第Ⅱ-18号線、市道第3-309
号線、市道第3-373号線外

道路管理民間移行事業
【道路公園課】

良好な道路状態を保ち、交通事故の防止
や景観の維持を図るために実施している
幹線道路の除草及び路面の清掃につい
て、これまでの市職員による直営での実
施から民間事業者への委託に移行してい
きます。

市道第I-12号線外整備事
業
【道路公園課】 大型車両通行に伴う安全確保のため、藤

ケ丘地区・松ケ丘地区と牛久市を結ぶ幹
線道路に退避所を設置するとともに、舗
装の修繕を実施します。

橋梁維持補修事業
【道路公園課】

道路橋の計画的な長寿命化を進め、維持
管理に係るライフサイクルコストの削減
と安全な道路環境の提供に努めます。

市道第1-45号線整備事業
【道路公園課】 本市と牛久市との市街地を結ぶ交通量の

多い路線であるため、歩道新設や交差点
改良等を行い、安全で快適な道路を整備
します。

市道第1-380号線（佐貫3
号線）整備事業
【道路公園課】 北竜台市街地、牛久市方面からJR龍ケ崎

市駅へのアクセスを向上させるため、都
市計画道路佐貫3号線を整備します。

道路舗装修繕事業
【道路公園課】

市道の安全・快適性を確保するために老
朽化した舗装の修繕等を実施します。

新規

施策㉑関連

本市では、令和６年10月に「龍ケ崎市第２次環境基本計画」の一部見直しを行い、 令和32年（2050年 ）に二酸化炭素実質排出

量ゼロとなる「カーボンニュートラル」を見据えた形で、令和12 年度までの温室効果ガス削減目標を定めました。

目標を実現するための具体的な取組として、龍ケ崎市役所保健福祉棟は、市の公共施設で初めて ZEB Ready (※)を達成する施設とし

て新たにオープンします。また、公共施設への太陽光発電設備等導入調査を踏まえて作成したロードマッ

プに基づき、10施設以上への太陽光発電システムの導入に向けて取り組むとともに、市域における再生

可能エネルギーの導入目標及びその実現に向けた施策などを定め、民間施設・住宅への導入等を促進

するなど、市民、事業者、行政がそれぞれの役割のもと、カーボンニュートラルへの歩みを進めていきます。

※ Net Zero Energy Building (ネット・ゼロ・エネルギー・ビル)。快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネ

ルギーの収支をゼロにすることを目指した建物のことです。ZEB Readyは建物で消費する年間の一次エネルギー を 50 ％以下まで削減する施設を指します。
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度
33 プラットフォーム構築、意見募集の実施

8年度 △ △

9年度 △ △

7年度 210
スタートダッシュ支援、ジャンプアップ支
援

8年度
210

スタートダッシュ支援、ジャンプアップ支
援

9年度 △ △

7年度 35,167 新コミュニティセンター建設工事

8年度 － －

9年度 － －

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 11 SDGsパートナー制度運用

8年度
11 SDGsパートナー制度運用

9年度 △ △

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 12 行政評価、事務事業の見直し

8年度
12 行政評価、事務事業の見直し

9年度 △ △

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

市民活動サポート推進事
業
【地域づくり推進課】

市民活動の初期や拡充期を支援し、活発
な市民活動を促進するため、市民活動団
体に財政的支援を行います。

新長戸コミュニティセン
ター建設事業
【地域づくり推進課】

長戸地区における地域活動・防災の拠点
となる、新たなコミュニティセンターを
整備します。

市民参加型プラット
フォーム活用トライア
ル事業【企画課】

市政への関心を高め、多様な主体の参画
を促進するため、市の政策等に対して継
続的に意見表明できるプラットフォーム
を試行的に構築します。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

龍ケ崎市SDGsパートナー
シップ制度運用事業
【企画課】

SDGsパートナーシップ制度の運用、パー
トナーの継続的募集、パートナー間の連
携の場の創出などにより、市全体でSDGs
の推進に取り組みます。

行政経営推進事業
【企画課】

PDCAサイクルに基づく最上位計画の進行
管理を行うとともに、事務事業の見直し
等を進め、効果的・効率的な行政経営を
推進します。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

政策の柱８
(横断的取組）

施策㉔ 市民主体のまちづくりの推進

施策㉕ ＳＤＧｓの推進

施策㉖ 効率的で透明性の高い市政運営

スタートダッシュ…市民活動に参加する市民のす
そ野を広げ、市民参加や活動の担い手づくりを促
進します。
ジャンプアップ…市民活動団体の活動拡大や発展、
地域活性化につなげ、自主性のある市民活動と団
体の自立を促進します。

SDGｓパートナー交流会を開催し、パートナー企
業・団体等の事例発表や他のパートナーと連携す
るきっかけづくりを行っています。

アクションプランに掲載した主要事業の進行管理
や30の施策評価のほか、事務事業、補助金の見直
し等を進めています。

効果検証

効果検証

効果検証

募集期間中24時間意見表明することができること
から、仕事や育児等によりこれまで参加が難しか
った方からの意見表明も期待されます。

新規

効果検証

現在の長戸コミュニティセンターは、令和７年度
に実施設計を行い、令和８年度に解体します。
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事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 201 チーム力向上、研修受講機会の拡充

8年度
167 チーム力向上、研修受講機会の拡充

9年度 △ △

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度
292

子育て世代向け冊子の広告掲載、市内向け
のイベント開催、マーケティング研修

8年度 △ △

9年度 △ △

7年度 82
会員向けの情報発信、会員募集イベントの開催、
会員向けキャンペーンの実施、市内の消費促進

8年度
92

会員向けの情報発信、会員募集イベントの開催、
会員向けキャンペーンの実施、市内の消費促進

9年度 △ △

7年度 450 コンセプト設計、ブランドシンボルの構築

8年度 △ ブランディングの推進

9年度 △ ブランディングの推進

7年度 25,000 ふるさと納税制度の活用

8年度 31,250 ふるさと納税制度の活用

9年度 39,063 ふるさと納税制度の活用

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 217
旧城南中学校跡地の活用（売買契約締結、用途地
域の変更）
大宮小学校、松葉・長山小学校の跡地活用の検討

8年度 △
大宮小学校、松葉・長山小学校の跡地活用
の検討

9年度 △
大宮小学校、松葉・長山小学校の跡地活用
の検討

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

主な事業内容及び事業費の年次計画

ふるさと龍ケ崎応援事業
【商工観光課】

ふるさと納税制度を活用し、市産品など
の返礼品を通じて、本市の認知度向上及
び関係人口の創出を図ります。

公共施設再編成事業
【管財課・都市計画課】

公共施設マネジメントを推進し、早期決
断・早期実行することにより、公共施設
に必要な機能を確保しつつ、財政状況の
悪化を回避して、施設配置・総量の最適
化を図ります。

事業の概要・目的

龍ケ崎ファンクラブ事業
【まちの魅力創造課】

本市にゆかりのある方や愛着のある市外
の方を会員として募集し、市の情報を届
けるともに、認知度を高め、市との関わ
りを強めながら継続して応援してもらえ
る取組を実施します。

地域ブランディング推進
事業
【秘書広聴課】

本市独自の魅力や特性を明確にし、効果
的に発信することにより、本市の価値を
高め、認知度向上を図ります。また、市
内外へのイメージアップ等により、シ
ビックプライドの醸成、交流人口の増加
など、地域の活性化につなげます。

定住促進プロモーション
事業
【まちの魅力創造課】

定住促進のため、市内外に向けて効果的
なプロモーション活動を行います。

職員のスキル・モチベー
ションアップ事業
【人事行政課】

人材育成基本計画に基づき、職員の能力
及び組織力の向上につながる研修の実施
や職員研修の受講機会の拡大を図りま
す。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

施策㉗ 効果的なシティプロモーション

施策㉘ 公共施設の「縮充」の推進

令和６年度は、市PR冊子「＃龍ケ崎で暮らす」を
リニューアルしました。この冊子は、住まい情報
や本市の特徴を数値で見える化するほか、市民イ
ンタビューなどを掲載しています。

ふるさと龍ケ崎応援寄付金を原資として「龍ケ

崎みらい育成基金」を積み立て、令和６年度は

森林公園リニューアル、たつのこワクワクワー

クの開催、プレミアム付き商品券発行などの費

用として活用しました。

新規

効果検証

効果検証

効果検証

令和７年度にファンクラブ会員数が1,000人に到
達することが見込まれるため、記念イベントの
開催を予定しています。

拡充

22



事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 △
ノーコードツール、文書の管理・電子決裁システ
ムの導入、LINEシステムを活用した施設予約等

8年度 △ デジタルトランスフォーメーションの推進

9年度 △ デジタルトランスフォーメーションの推進

7年度 － スマートフォン教室の開催

8年度
－ スマートフォン教室の開催

9年度 △ △

事業名【担当課】

SDGsとの関連性 年度 事業費(万円) 主な事業内容

7年度 △ 財政健全化に向けた取組

8年度 △ 財政健全化に向けた取組

9年度 △ 財政健全化に向けた取組

ＤＸ（デジタルトランスフォー

メーション）推進事業
【デジタル都市推進課】

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーショ
ン）を推進し、効果的・効率的な行政経
営を目指します。

事業の概要・目的

財政健全化推進事業
【財政課】

中長期的な視点から課題を的確に捉え、
持続可能な財政運営に取り組みます。

事業の概要・目的
主な事業内容及び事業費の年次計画

スマートフォン教室開催
事業
【デジタル都市推進課】

デジタルデバイド対策の一環として、幅
広いユーザーを対象としたスマートフォ
ン教室を開催します。

主な事業内容及び事業費の年次計画

施策㉙ 電子自治体の推進

施策㉚ 持続可能な財政運営

コミュニテイセンター等において、スマートフォン
の電源の入れ方や電話のかけ方、インターネット閲
覧方法等の基本編や、スマートフォンを使っての税
の申告方法等の応用編等の教室を参加費無料で開催
します。

ノーコードツールや文書の管理・電子決裁システ
ムの導入、LINEシステムを活用した施設予約や電
子申請等、事務の効率化や市民の利便性に資する
デジタル化の推進を図っています。

効果検証

施策㉘関連

令和4年3月に閉校した旧城南中学校の跡地活用について

は、「定住人口・交流人口の増加」「にぎわいの創出」等を目的

に、サウンディング型市場調査や個別ヒアリングなどを通じて、検

討を重ねてきました。

そのような中、令和6年度に公募型プロポーザル方式により提

案を募集した結果、「スーパーマーケットや物販店舗、飲食店、ボ

ルダリングを含めたサービス施設などが集積する複合商業施設」

の提案があった事業者を優先交渉権者（事業予定者）として

決定しました。

今後、令和9年秋（予定）のオープンに向けて、事業予定者

による施設整備等が進められる予定です。

この施設により、地域の皆様の日常生活における買い物利便性の向上や地域経済の活性化、 働く場の創出のほか、定

住人口・交流人口の拡大、まち全体の活気やにぎわいの創出につながっていくことをご期待ください。

パースはイメージです。今後変更になる可能性があります。
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